『うつほ物語』に見る声振　－催馬楽にのせる和歌－ by 山田, 貴文
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『うつほ物語』には、声振という表現が使用されている。この「声振」
は、 『うつほ物語』以外の平安文学作品には見ることができない。
 
 
この「声振」という表現 、歌謡から和歌へ歌う中心が移動すること
の名残の一部が見えていると考える。それは、この物語以後この表現がほぼ使用されず和歌と歌謡が別の存在へと分裂してしまうためである。雅楽寮での分類が行われた結果、 流動的であった歌の区別が固定化され、それに伴い物語に登場する「声振」という表現の表記が消えたのであろう。
 
 
『うつほ物語』において「声振」という表現は、催馬楽が利用されて
いる時のみの表現である。つまり、
催馬楽にのみ「声振」で和歌を乗せ
ることが可能であったことが窺える。
 
『うつほ物語』と催馬楽とを対応させる研究は、松田豊子の一九七四
年の研究で止まっている
( 
1)。 『うつほ物語』は、 『源氏物語』などそれ以
降の物語表現に対し影響を与えて るため催馬楽を使用した表現の研究
は、平安以降の物語文学表現を考える上で必要である。
 
催馬楽の周辺を見てゆくと、唐楽や胡楽などの外来音楽の受容と共に
登場し、民謡や流行歌などを取り込むことで登場してきた雅楽であることが伺える。そして、雅楽寮が設置された頃より整理され雅楽の中で神楽・風俗歌・催馬楽として位置づけられた。
 
『うつほ物語』には約六十二場面に演奏、回想、教授が含まれた音楽
関連記事が見られる。だが、その大部分は「琴」によるもので催馬楽が登場しているとされる場面数はこれに比べ少ない。
 
『うつほ物語』には、催馬楽の登場箇所が、旧大系では十二箇所の注
に書かれ
( 
2)、松田豊子は、十一箇所としている。その中で、 「声振」表現
は、三箇所、二場面に登場してい
 
「声振」とは、和歌を催馬楽の曲にのせて歌う表現であり、催馬楽の
歌詞が入る部分に和歌を入れ ため、一種の替え歌的な表現であると言える。この表現は、 「声振」と表記 ことがなくなるが、今様など平安時代以降、既に歌詞がある曲にのせて、替え歌的に違う歌詞を付けて歌う表現技法として残る。
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今回は、この「声振」を用いた三箇所の和歌表現に注目することで、
物語における催馬楽の利用効果を考察してゆきたい。
 
 
１
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捜
し
の
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語
と
催
馬
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ここでは、 「我家」と「伊勢海」の声振表現を見てゆきたい。ここで語
られるのは、六月に正頼一族が、藤原兼雅の桂殿がある桂川で、夏越の祓の夏神楽を行う場面である。夏神楽を催すため、巫女や召人や芸能者達が桂に集められ 酒宴が始まると、川の対岸から兼雅 高麗樂の演奏を伴って小舟で渡ってくる所 、和歌を催馬楽の調子で詠うという流れが書かれている。
 
御神楽の召人、さへかはら仕まつるべき右近の将監松方、笛仕うまつる右近の将監近正、篳篥仕うまつるべき右兵衛の尉時蔭、大御歌仕うまつるべき、殿上人のただ今の上手ども、皆召しつけつ。上達部・親王たち、むつましき出で給ふ。殿上人、残るな 。
 
御前より始め、召人らまでも参り、御かわらけ始まり、御箸下り
ぬるほどに、右大将のぬし 川のあな より、をかしき小舟、興ある様に調じて造り、をかしき物を、興ある御幣に調じて かわらけ取りて、侍従に高麗の楽せさせて渡り給ふ。左大将 おと 限りなく喜び給ひて、河面に 右の府 遊び ・殿上人・君達率ゐて、遊びて待ち給ふとて「大君来 さば」といふ声振に、か 歌ひ給ふ。
 
底深き淵を渡るは水馴れ棹長き心も人やつくらん
 
左大将のぬし、伊勢の海の声振に
 
人はいさわがさす棹の及よばねば深 を一人とぞ思ふ
 
とて、渡りて、左、右、遊びて、着き並み給ひぬ。
 
【祭の使２１８頁】
( 
3)   
先の傍線部の「さへかはら」は、催馬楽かどうかは、確定されていな
い。しかし、その後に書かれている内容から類推すると催馬楽であるとするべきであると考える。
 
「大君来まさば」は「我家」の歌詞「大君来ませ」を変えた表現であ
り、 「我家」は、婿歓迎 場で歌わ る催馬楽である。
 
次に「伊勢の海」は催馬楽の題で、 「玉やひろはむ」という歌詞から大
事なものを頂くと うようにとることができる。
 
ここに登場している催馬楽は次のとおり。
 
催馬楽我家
 
鍋島家本催馬楽〈目録〉我家
 
拍子十一
 
〈本文〉我家
 
拍子十一
 
和伊戸波
 
止波利帳毛
 
多礼太留乎於々保支美支万世
 
无己尓世无
 
美
 
左可奈尓
 
奈
 
尓与介无
 
安波
 
比左多乎加
 
可世与介无
 
安
 
波
 
比左太乎可
 
加世与介无
 
古説
 
止留良无也比久良无也
 
安波比乃之万奈留之万男
 
此説今不
用
( 
4) 
わいへはとばりもたれたるをおほきみきませむこにせむみさかなになによけむあはびさだをか
 
かせよけむあはびさだをかかせよけむ
 
訳は、 「我の家は
 
帷帳も
 
垂れている
 
大君であっても来なさい
 
聟
にしましょう
 
酒の御肴に
 
何がよろしいか
 
鮑栄螺か
 
石陰子がよい
か
 
鮑栄螺か
 
石陰子がよいか」
 
池田弥三郎は、使われ方を海人の歌か、婿と舅とが名のり合う露顕の
- 24 - 
 
式の後の宴会の歌かとしている
( 
5)。小西甚一は、 『土佐日記』のエピソ
ードにも似た話があることを挙げている
( 
6)。
 
お見合いの席での様子を歌っているように感じられ、海産物が高級品
として挙げられているのが興味深い。肉よりも海産物を上位に挙げている時代の作であることがわかる歌である。
 
催馬楽伊勢海
 
鍋島家本催馬楽〈目録〉伊勢海
 
拍子八
 
〈本文〉伊勢海
 
拾翠楽
 
拍子八
 
伊世乃宇美乃
 
支与支
 
名
 
支左尓之保加
 
比尓
 
名乃利曽也川末
 
牟
 
加比也比呂波
 
牟也
 
多末
 
也比呂波
 
牟也
 
古説
 
太万毛比呂波无
 
加比毛比呂波无
( 
7) 
いせのうみのきよきなきさにしほかひになのりそやつまむかいやひろはむやたまやひろはむや
 
訳は、 「伊勢の海の
 
清き渚に
 
潮の引いた合間に
 
なのりそ（海藻）
を摘もう
 
貝を拾おうか
 
玉を拾おうか」
 
禊ぎの信仰に関連しているという論もあるが
( 
8)、この歌は、海藻より
は貝、貝よりは真珠と欲しいものの希望を述べている歌もしくは、干潮時に良い物 手に入れようという歌であると考える。
 
右の催馬楽を声振に利用している和歌を見てゆこう。
 
底深き淵を渡るは水馴れ棹長き心も人 つくらん
 
左大将おとど（正頼）
( 
9) 
右の和歌は、次の『万葉集』の歌からイメージされているであろう。
 
吾欲之野嶋波見世追底深伎阿胡根能浦乃珠曽不拾〈或頭云、吾欲子嶋羽見遠〉
 
右拾山上憶良大夫類聚歌林曰、天皇御製歌云云
 
わがほりしのしまはみせつそこふかきあごねのうらのたまぞひりは
 
ぬ〈或頭云、わがほりし
 
こしまはみしを〉
 
（万葉・巻第一・雑歌・一二）
( 
10) 
 
右の歌からは、 「そこふかき」と「たまぞひりはぬ」いう語句から海か
ら玉を拾うという意識が見て取れる
。ここから、次の主の歌が伊勢の海
という選択になったと考える。
 
「みなれざお」を利用した『うつほ物語』以前の和歌例を見ると次の
歌が浮かぶ。
 
 
いかだおろすそま山河のみなれざをさ てくれどもあはぬ君かな
 
（古今六帖・第二・そま・一〇一五）
( 
11) 
この歌は、恋に関係している として歌われている。
 
右にあげた『万葉集』 ・ 『古今和歌六帖』の歌のイメージを受けて左大
将おとどの和歌が作られて ると考えられよ 。
 
おとどの和歌は、物語上は、催馬楽の歌詞の一節を意識させた和歌
うたっているように読める 、更に催馬楽の歌詞の持つ物語を含めた和歌として考えた時、 それは、 「我家」 のイメージを借りて詠い、 さらに 『万葉集』 ・ 『古今和歌六帖』の歌と同じ意識を持つ「玉 拾う」と う婿取りの意識を追加させ、その情景であ 河原での神楽 意識し底 水と棹を読み込んだ歌であるとよむことができる。
 
本文に登場しているもう一首の和歌
 
人はいさわがさす棹の及よばねば深き心を一人とぞ思ふ
 
右大将のぬし（兼雅）
( 
12) 
右の和歌は、先のおとどの和歌への返歌である。この和歌に影響を与
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えたと想定される和歌は、次の二首の和歌であろう。
 
はつせにまうづるごとにやどりける人の家にひさしくやどらで、ほどへてのちにいたれりければ、かの家のあるじかくさだかになむやどりはあるといひいだして侍 れば、そこにたてりけるむめの花ををりてよめる
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つらゆき
 
人はいさ心もしらずふるさとは花ぞ昔のかににほひける
 
（古今・巻第一・春歌上・四二）
( 
13) 
さをさせどそこひ ぬわたつみのふかきこころをきみにみるかな
 
 
 
 
 
 
（古今六帖・第三・ゆくひと・六・土佐日記にも）
( 
14) 
右大将のぬしの和歌は、右の『古今
和歌六帖第三』の「君にみるかな」
という部分を利用し、 「伊勢の海」にのせてうたっていると考える。
 
我家をうたい、娘あて宮の婿候補を探す父と、その一人である右大将
が、まだ自分になびいていないことを先の「我家」と同じ催馬楽「伊勢の海」を使うことで歌合的に返している場面である。この場面については、どの注釈も催馬楽引用に否定的な意見はない。また、諸本による異同も見られない。
 
「声振」としているため、催馬楽の曲を借りて替え歌的に和歌を詠っ
ている。
 
 
２
，
す
れ
違
う
物
語
と
催
馬
楽
 
 
ここでは、 「妹之門」の声振表現を見てゆきたい。ここは、あて宮 追
い求め妻娘を捨てた。その夫源宰相 妻娘と知らず和歌の詠みあいをおこなってお互いの関係を知らずにまた別れる 内容が次の本文で
語られる。
 
妻子は、いかにしけむ方も知らで、よろずにあはれにお思もほゆれば、
 
 
夕暮の籬に招く袖みれば衣縫ひ着せし妹かとぞ思ふ
 
妹が門の声振りに 北の方聞き給ひて、 「あはれにも、失ひたる人こそあなれ」 。北の方 「あなむくつけや。それは、鬼の声ぞせむ。これは、人の声にこそあなれ」とはのたまへど なりけり。 「げ似たる声か 」と たまふ なほ、か あはれに覚ゆれば、北の方、
 
 
故郷のつらき昔を忘るやと
 
かへたる宿も袖は濡れけり
 
袖君、
 
立ち寄りし籬をみつつ慰めし
 
やどをかへてぞいとど悲しき
 
とぞ、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【菊の宴３４７頁】
( 
15) 
 
先に提示した二つの声振表現と同じく傍線部から「妹之門」の催馬楽
引用箇所であることはわかる。催馬楽「妹之門」は次のとおり。
 
催馬楽妹之門
 
鍋島家本催馬楽〈目録〉妹之門
 
〈本文〉妹之門
 
伊毛可々度
 
世奈可々止
 
由支須支可祢天也
 
和可由可波比
 
知
可左乃
 
比知可左乃
 
安女毛
 
也不良奈无
 
之天多乎左
 
安万也
止利
 
可左也止利
 
也止利
 
天末加良无
 
之天多乎左
( 
16) 
 
天治本催馬楽抄〈目録〉浅緑
 
十二
 
二段
 
白馬
 
妹之門
 
〈本文〉白馬同音
 
妹頭門同音
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巳上二首強不哥仍不注其詞
 
 
 
 
（歌の記載無し）
( 
17) 
いもがかど
 
せながかど
 
ゆきすぎかねてや
 
わがゆかば
 
ひぢ
がさの
 
ひぢがさの
 
あめもやふらなむ
 
しでたをさ
 
あまやど
り
 
かさやどり
 
やどりてまからむ
 
しでたをさ
 
訳は、 「彼女の門の前
 
彼の門の前
 
行き過ぎかねて
 
や
 
我が行くと
 
肱笠の
 
肱笠の
 
雨も
 
や
 
降りなさい
 
水の神
 
雨やどり
 
笠やどり
 
宿って行きたいよ
 
水の神」となる。
 
小西甚一は、 『万葉集』と『古今和歌六帖』に同系統の歌があることか
ら、催馬楽も同系統からの採用であろうとしている
( 
18)。田植えで使われ
た歌であろうと折口信夫はいっている
( 
19)  。
 
「しでたをさ」の訳がどの注釈もしっかりとした結論を与えていない。田長や郭公などが多いが、池田弥三郎の土着の神とする意見
( 
20)を採用し
たい。
 
 
声振と本文にあるため、ここは「妹之門」のイメージを持っている部
分であると考える。それは、曲 しては、 『天治本催馬楽抄』
( 
21)から解る
とおり「浅緑」と 白馬」と同じ音を利用しているため る。同じ曲を使用する三つの催馬楽の中 「妹之門」を意識させたいという意志が表記されていることからも確認できる。
 
 
では、和歌の内容はどうであるか。
 
夫（源宰相）の「夕暮の籬に招く袖みれば衣縫ひ着せし妹かとぞ思ふ」
は、 『古今和歌六帖』の二 和歌の影響下の和歌であることが解る。
 
人の花山にまうできて、ゆふさりつかたかへりなむとしける時によめる
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僧正遍昭
 
ゆふぐれのまがきは山と見えななむよるはこえじとやどりとるべく
 
（古今・巻第八・離別・三九二・古今和歌六帖第二・新撰和歌
巻第三にも）
( 
22) 
見しときとこひつつをればゆふぐれのいもがしみかをおもかげにみゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（古今六帖・第四・二〇六五）
( 
23) 
 
源宰相の和歌が右の二つの和歌の影響下で和歌であると考えると「離
別」 「面影」という意識が込められていることが解る。催馬楽「妹之門」の歌詞と似た情景で「離別」 「面影」の意識を込めた和歌を詠うことが、一層去っていった夫又は父を思い出して悲しみ、涙で袖をぬらすという物語を印象づけていると考える。つまり、ここでは、催馬楽を使い、読者に情景の下敷き なる物語を連想させている。
 
野口元大は、催馬楽の現れ方の特徴として、次のように書いている。
 
それは、その歌詞が物語面に直接現れることはなく、その曲を歌ったり演奏したりすることで心意の伝達をはかろうとしていることである。限られた歌詞で、貴族社会の成員すべてが知悉していたことから、こうした表現が気のきいたやり方とされていたのであろう
( 
24) 
以上から野口元大は、共同体での共通認識から催馬楽の典拠という方
法が見られるとしていることが読み取れる。
 
松田豊子は論文の結論で、催馬楽を典拠とする表現 法は、漢籍など
と同じく平凡で独創性に欠乏する し、催馬楽を典拠とすることは、 「事大主義或いは権威主義的な文書形成からの脱皮であり克服」であったとしている
( 
25)。
 
野口元大は、催馬楽を典拠とする表現をこの時代の気の利いたやり方
とし、松田豊子は、平凡で独創性に欠乏するが「権威主義的な文書形成
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からの脱皮」であったとしている。松田豊子は、野口元大の指摘を前提としてあえてそれには触れず、物語に催馬楽を持ってくることで「権威主義的な文書形成からの脱皮」という物語表現としてのこの時代での新しさを考え いた。
 
この二者の意見は、一部では正解であるが、物語を彩る意識は、それ
に留まっていないと考える。それは、この物語が二つの物語から構成されているからである。一つは主流の物語である清原氏の琴による物語であり、それに対しもう一つの物語は、源家
(藤原
)の神楽による物語であ
る。
 
 
『うつほ物語』において神楽は、 「春日詣」の春日神社奉納神楽、 「嵯
峨の院」の師走神楽、 「祭りの使」の夏神楽、 「菊の宴 の霜月神楽と四つの場面で神楽が描写される。 これらはすべて源正頼主催の神楽であ
 
表向き清原氏の琴の がこの物語の主軸となっている。しかし、神
楽の部分を抜き出すと源家のみの物
語が浮かび上がる。それは、神楽を
企画するのが源家であるためであるが、こ にこの物語の新しい文章構成の独自性があったと考える。そして それは、あて宮という娘の求婚譚と結びつく。あて宮を取り巻く立坊 話 神楽と共に描かれ いる。
 
 
結
 
 
この『うつほ物語』の登場音楽は、琴の曲がメインであり次に神楽、
約八〇の和歌によって支えられ、 催馬楽はほん 少しの存在感しかない。しかし、そこだけに注目をしていくと、催馬楽の持つ独自性が見えてきた。それは、声の存在である。そこからは、個人個人の声を誰 声か特
定し、そこに込められている情報を意識的に強調したい場面で催馬楽が使われていることからわかる。それは、野口元大の言う貴族社会での共通表現と てだけでなく、声と人間性が歌を中心 結ばれ、その歌が社会的な影響力を持っている時代だからこその表現であると考える。
 
それは、 『源氏物語』にも受け継がれる。そのため、 『うつほ物語』独
自とされる声振表現であるが、これは、 『源氏物語』に語としては記載されないけれども、催馬楽がうたわれた後に和歌を詠い合う際、声振がされている可能性があり、 『うつほ物語』独自の表現とは断定できない。ただし、他の平安物語文学ではほぼ登場しないため記載表現としては 独特な表現とす ことができると考える。
 
他の物語文学では、物語場面として行事を伴うことの多い催馬楽であ
るが、 『うつほ物語』においては、行事に沿 た登場で あ が、 一環ではなく、そこから外れた少し脇に入った場面で使用され そこで場面提示に沿った催馬楽が選択されて ことに気づく。また、その選択により、情景内で たう人物の立ち位置をも暗に示していた。
 
つまり、物語上では、神楽により場が設定され、その場の中で催馬楽
により場面の意味が設定されていたといえる。
 
この『うつほ物語』の影響下で創られたの 『源氏物語』であると考
えると、 『源氏物語』 催馬楽が多く登場す 理由として 場面設定への影響を考え登場させているという視点がより強く意識さ るのではないかと考 。
 
以上から『うつほ物語』が、物語の脇の物語、物語の脇を流れる人間
の関係、つまり、直接提示 れな 裏の関係を描く めに催馬楽を使用し、従来の漢文や和歌を出典とする物語の場面展開からの脱却と う挑
- 28 - 
 
戦があったのではないかと考える。
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